
○各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な
動きや技能を身に付けることができる。

○運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，それ
らを他者に伝えることができる。
○運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明るい生活をすることが
できる。

目指す子供の姿

①運動の楽しさや健康の意義等に気付き，主体的に学習することができる学習活動の充実
◇運動や健康についての興味や関心を高めることができる学習活動を設定する。
◇課題の解決に向けて自ら粘り強く考察することができる支援を充実する。
◇学習を振り返り課題を修正したり，新たな課題を設定したりすることができる学習場面を設定する。

②運動や健康についての課題の解決に向けて，対話的に学ぶことができる学習活動の充実
◇課題解決に向けた他者（書物等を含む）との対話が生じるような学習場面を設定する。
◇対話が自己の思考を広げたり深めたりすることにつながるような支援を充実する。
③運動や健康についての課題をよりよく解決するなど，深く学ぶことができる学習活動の充実
◇運動や健康についての自己の課題を見付けることができる学習活動や学習場面を設定する。
◇自己の課題解決に向けた見通しが得られるような問いかけや情報提供を充実する。
◇試行錯誤を重ねながら思考を深め，自己の課題を解決できるような支援を充実する。

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容体

育

小学校の各教科等の重点

外
国
語

○外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本語と外国語との
違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞く
こと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる
基礎的な技能を身に付けている。

○コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で簡単な事柄について，聞
いたり話したりして，自分の考えや気持ちなどを伝え合うとともに，音声で十分慣れ親しん
だ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意識しながら書いたりして，
自分の考えや気持ちなどを伝え合っている。

○外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的に外国語を用い
てコミュニケーションを図ろうとしている。

①自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動の充実
◇コミュニケーションの目的・場面・状況を明確に設定し，児童が意欲的に活動できるよう工夫する。
◇指導者同士→指導者と児童→児童同士のように段階的にSmall Talkを取り入れ，既習表現を繰り
返し使用する機会を多く設定することで，既習表現や対話を続けるための表現の定着を図る。

◇語句や表現を読んだり書いたりする活動は，音声で十分慣れ親しんだ後に設定する。
②学習改善・指導改善につながる評価の工夫
◇単元全体を見通した評価計画を立て，授業中の見取りや振り返りカード，パフォーマンステスト等
で児童の学習状況を把握し，個々の児童の学習の調整に向けた取組につなげる。

目指す子供の姿

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容


